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厚
生
労
働
省
が
三
月
二
八
日
に
発
表
し
た

「
平
成
一
九
年
版
働
く
女
性
の
実
情
」
に
よ

る
と
、
女
性
の
労
働
力
人
口
は
四
年
連
続
で

増
加
し
た
も
の
の(

二
七
六
三
万
人)

、
労

働
力
率
は
前
年
同
の
四
八
・
五
％
と
な
っ
た
。

「
働
く
女
性
の
実
情
」
は
厚
生
労
働
省
雇
用

均
等
・
児
童
家
庭
局
が
、
毎
年
、
働
く
女
性

に
関
す
る
動
き
を
取
り
ま
と
め
、
紹
介
し
て

い
る
も
の
。
今
回
は
前
半
で
、
二
〇
〇
七
年

を
中
心
に
働
く
女
性
の
実
態
と
そ
の
特
徴
を

明
ら
か
に
し
、
第
二
章
で
は
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
が
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
に

制
定
さ
れ
て
か
ら
二
〇
余
年
を
経
た
女
性
労

働
の
長
期
的
変
化
に
注
目
し
、
第
一
回
の
改

定
時
で
あ
る
平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
ま

た
第
二
回
の
改
定
法
施
行
と
な
っ
た
平
成
一

九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
の
状
況
と
比
較
し
て

い
る
。

１
．
働
く
女
性
の
状
況

　
　
（
二
〇
〇
七
年
）

　

〇
七
年
の
女
性
の
労
働
力
人
口
は
四
年
連

続
で
増
加
し
た
が(

二
七
六
三
万
人)

、
労

働
力
率
は
前
年
同
の
四
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。

Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
の
底
に
あ
た
る
三
〇
〜
三
四

歳
層
の
労
働
力
率
は
前
年
と
比
べ
一
・
二
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、三
五
〜
三
九
歳
層
（
六
四
・

三
％
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
六
四
・
〇
％
と
な

っ
た
。
配
偶
者
関
係
別
に
女
性
の
労
働
力
率

を
み
る
と
、
未
婚
者
は
六
三
・
四
％
（
前
年

差
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
有
配
偶
者
は

四
八
・
九
％
（
同
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
就
業
者
数
は
前
年
よ
り
七

万
人
増
え
（
〇
・
三
％
増
）、
二
六
五
九
万

人
と
な
り
、
五
年
連
続
で
増
加
し
た
。
こ
の

う
ち
雇
用
者
が
二
二
九
七
万
人
、
家
族
従
業

者
が
一
九
四
万
人
、
自
営
業
主
が
一
五
五
万

人
と
な
っ
て
い
る
。
男
性
を
含
む
雇
用
者
全

体
に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
四
一
・
六
％
で
、

前
年
と
同
率
だ
っ
た
。
産
業
別
に
み
る
と
、

「
卸
売
・
小
売
業
」
が
二
一
・
九
％
で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
医
療
・
福
祉
」（
一
八
・
七

％
）、「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
）」（
一
五
・
〇
％
）、「
製
造
業
」（
一
四
・

四
％
）
の
順
で
、
前
年
に
比
べ
伸
び
が
大
き

か
っ
た
の
が
「
医
療
・
福
祉
」
の
六
万
人
増

だ
っ
た
。

　

役
員
を
除
く
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、「
正

規
の
職
員
・
従
業
員
」
が
一
〇
三
九
万
人
（
前

年
比
三
万
人
増
）、「
パ
ー
ト
」
が
七
三
九
万

人
（
同
二
六
万
人
増
）、「
ア
ル
バ
イ
ト
」
が

一
七
〇
万
人
（
同
五
万
人
増
）、
契
約
・
嘱
託
、

派
遣
社
員
な
ど
そ
の
他
の
雇
用
形
態
が
二
八

五
万
人（
同
四
万
人
増
）と
な
り
、「
パ
ー
ト
」

が
最
も
増
加
し
て
い
る
。

　

短
時
間
雇
用
者
数
は
、
女
性
は
九
三
一
万

人
（
女
性
雇
用
者
の
四
一
・
七
％
）、
男
性

は
四
一
五
万
人
（
男
性
雇
用
者
の
一
三
・
一

％
）
と
、
男
女
と
も
一
九
八
五
年
の
約
三
倍

に
増
加
し
た
。
〇
七
年
の
女
性
短
時
間
労
働

者
の
一
時
間
当
た
り
の
所
定
内
給
与
額
は
九

六
二
円
で
、
前
年
に
比
べ
二
二
円
増
加
し
た
。

ま
た
、
女
性
の
一
般
労
働
者
の
所
定
内
給
与

額
を
時
間
給
換
算
し
た
も
の
を
一
〇
〇
と
し

た
場
合
、
女
性
の
短
時
間
労
働
者
は
七
〇
・

一
と
な
り
、
〇
六
年
よ
り
〇
・
四
上
昇
し
た
。

　

労
働
時
間
の
分
布
に
つ
い
て
、
週
間
就
業

時
間
階
級
別
に
雇
用
者
構
成
比
を
み
る
と
、

女
性
は
い
ず
れ
の
規
模
に
お
い
て
も
分
布
が

短
時
間
の
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
が
、
男

性
は
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
近
年
四
九
〜

五
九
時
間
層
の
割
合
が
下
げ
止
ま
る
か
、
高

ま
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

２
． 

昭
和
六
〇
年（
一
九
八
五
年
）

以
降
の
長
期
的
変
化

（
１
）
労
働
力
人
口
、
労
働
力
率
等
の
変
化

　

労
働
力
人
口
や
労
働
力
率
の
変
化
を
中
長

期
の
動
向
で
み
る
と
、 

女
性
の
年
齢
階
級
別

労
働
力
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
一
九
八

五
年
、
九
七
年
、
二
〇
〇
七
年
の
値
を
比
べ

る
と
、
二
五
〜
二
九
歳
の
労
働
力
率
が
八
五

年
と
九
七
年
の
差
は
一
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
、

九
七
年
と
〇
七
年
の
差
が
七
・
五
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
前
半
の
約
一
〇
年
で

大
き
く
上
昇
し
た
が
、
最
近
一
〇
年
間
は
上

昇
幅
が
縮
小
し
て
い
る
。 

こ
の
う
ち
未
婚

者
は
三
〇
〜
三
四
歳
層
、
三
五
〜
三
九
歳
層

で
、
八
五
年
と
九
七
年
の
間
で
大
き
く
上
昇

し
た
が
、
最
近
一
〇
年
で
は
変
化
が
見
ら
れ

な
い
。
一
方
、
有
配
偶
女
性
の
三
五
〜
三
九

歳
層
、
四
〇
〜
四
四
歳
層
の
労
働
力
率
は
、

一
九
八
五
年
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
女
性
就
業
者
数
は
一
九
九
七
年
ま

で
増
加
し
て
い
た
が
、
最
近
一
〇
年
間
は
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
態
に
あ
る
。
女
性
の
就
業
者

数
増
は
も
っ
ぱ
ら
雇
用
者
数
の
増
加
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
女
性
雇
用
者
数
は
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
、一
九
八
五
年
の
一
・

五
倍
と
な
る
一
方
、
自
営
業
者
・
家
族
従
業

者
は
半
減
し
た
。

（
２
）
雇
用
者
の
属
性
等
の
変
化

　

つ
ぎ
に
雇
用
者
の
属
性
の
変
化
を
み
る
と
、

産
業
別
で
は
、
特
に
女
性
に
お
い
て
サ
ー
ビ

ス
関
係
産
業
の
雇
用
者
数
の
伸
び
が
大
き
い
。

「
製
造
業
」は
八
五
年
か
ら
九
七
年
は
、増
加

し
た
が
、
そ
の
後
、
減
少
に
転
じ
た
。
職
業

別
で
は
、
増
減
の
動
向
に
男
女
差
が
み
ら
れ

る
も
の
の（
図
表
１)

、
女
性
雇
用
者
は
保
健

医
療
や
介
護
等
福
祉
分
野
で
大
き
く
増
加
し

て
お
り
、
さ
ら
に
小
分
類
の
中
で
は
「
看
護

師
」「
保
育
士
」
が
も
っ
と
も
増
加
し
て
い
る
。

　
「
事
務
従
事
者
」
は
、
一
九
八
五
年
か
ら

一
九
九
七
年
の
間
は
大
き
く
増
加
し
た
が
最

近
一
〇
年
間
は
変
化
が
な
い
。
一
方
、「
管
理

的
職
業
従
事
者
」
は
一
九
八
五
年
か
ら
の
二

〇
年
間
で
倍
増
し
て
い
る
。
ま
た
、「
サ
ー
ビ

ス
職
従
事
者
」
で
は
、
九
七
〜
〇
七
年
の
間

に
男
女
と
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
雇
用
者

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

勤
め
先
で
の
呼
称
に
基
づ
い
て
区
分
し
た

雇
用
形
態
別
で
は
、
男
女
と
も
「
正
規
の
職

員
・
従
業
員
」
が
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九

七
年
の
間
に
大
き
く
増
加
し
た
が
、
一
九
九

七
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
は
減
少
に
転
じ
て
い

ト
ピ
ッ
ク
ス

07
年
版
働
く
女
性
の
実
情

1

均
等
法
施
行
二
〇
余
年
の
長
期
的
な
変
化
を
分
析
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る
。
女
性
雇
用
者
は
「
パ
ー
ト
」
が
一
九
八

五
年
以
降
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、
最

近
一
〇
年
間
に
は
、
そ
の
他
の
雇
用
形
態
の

者
が
増
加
し
、結
果
と
し
て
、「
正
規
の
職
員
・

従
業
員
」
の
女
性
雇
用
者
総
数
に
占
め
る
割

合
は
五
割
を
割
り
込
ん
で
い
る(

図
表
２)

。

同
一
呼
称
の
雇
用
形
態
に
お
い
て
も
、
男
女

間
で
は
属
性
や
就
業
分
野
に
違
い
が
み
ら
れ

る
。

（
３
）
男
女
間
賃
金
格
差
の
変
化

　
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」（
企
業
規
模

一
〇
人
以
上
）
に
よ
り
、
所
定
内
給
与
額
の

男
女
間
賃
金
格
差
を
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、

二
〇
〜
二
四
歳
層
か
ら
五
〇
〜
五
四
歳
層
ま

で
の
各
年
齢
層
に
お
い
て
は
、
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一

九
八
五
年
、
一
九
九
七
及
び
二
〇
〇
七
年
の

値
を
比
べ
る
と
、
八
五
年
と
九
七
年
の
間
で

は
、
二
〇
〜
二
四
歳
層
か
ら
四
五
〜
四
九
歳

層
ま
で
の
各
年
齢
層
で
は
、
格
差
が
大
き
く

縮
小
し
て
い
る
。
九
七
年
と
〇
七
年
の
間
も
、

八
五
年
と
九
七
年
の
間
の
変
化
と
比
べ
る
と

縮
小
幅
は
小
さ
い
が
、
引
き
続
き
格
差
の
縮

小
が
み
ら
れ
る
（
図
表
３
）。

　

こ
れ
を
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、「
一
〇
〇

〜
九
九
九
人
」
規
模
、「
一
〇
〜
九
九
人
」
規

模
で
は
、
八
五
年
か
ら
九
七
年
、
九
七
年
か

ら
〇
七
年
の
い
ず
れ
の
期
間
に
お
い
て
も
、

二
〇
〜
二
四
歳
層
か
ら
五
〇
〜
五
四
歳
層
ま

で
の
各
年
齢
層
に
お
け
る
男
女
間
賃
金
格
差

が
縮
小
す
る
一
方
、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
規

模
で
は
、
四
五
〜
四
九
歳
層
以
下
の
各
年
齢

層
に
お
け
る
格
差
の
縮
小
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
。

３
．
ま
と
め

こ
う
し
た
分
析
を
踏
ま
え
て
、
ま
と
め
で

は
女
性
雇
用
者
の
増
加
に
は
、
需
要
の
急
増

が
み
ら
れ
る
女
性
比
率
の
高
い
職
種
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
職
種
へ
の
女
性
雇
用
者

の
一
層
の
進
出
も
期
待
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む「
正

規
の
職
員
・
従
業
員
」
以
外
の
働
き
方
が
良

好
な
就
業
形
態
と
し
て
雇
用
増
加
の
受
け
皿

の
一
つ
と
な
り
得
る
よ
う
、
公
正
な
待
遇
の

確
保
と
、
正
規
雇
用
へ
の
転
換
・
転
職
も
含

め
、
円
滑
な
需
給
調
整
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

今
後
期
待
さ
れ
る
労
働
力
の
源
と
し
て
は
、

有
配
偶
女
性
が
注
目
さ
れ
る
と
し
、
と
り
わ

け
有
配
偶
女
性
が
継
続
就
業
を
実
現
す
る
に

は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
働
き
方
が
企
業
全
体
に
実
現
・
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
。
企
業

内
の
男
女
の
働
き
方
の
違
い
を
検
証
し
、
男

性
も
含
め
て
働
き
方
・
人
材
活
用
の
仕
方
を

総
体
と
し
て
見
直
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
が
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
し
、
そ
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
女
性
の
た
め
の
施
策
・
制

度
を
講
じ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
な
ら

ず
、
企
業
風
土
の
主
軸
を
な
す
男
性
の
働
き

方
の
実
態
そ
の
も
の
を
、
例
え
ば
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
観
点
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
企
業
の
雇
用
管
理

制
度
、
運
用
、
さ
ら
に
は
風
土
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
が
男
女
の
実
質

的
な
均
等
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図表１　職業別雇用者数の増減数

資料出所：総務省統計局「労働力調査」

図表２　 勤め先での呼称に基づいて区分し
た雇用形態別雇用者構成比の推移

資料出所：総務省統計局「労働力調査」

図表３　一般労働者の年齢階級別所定内給与額の男女間賃金格差の推移

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 




